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① 会場の様子 ② 組み上げられた dERU 


















放射線技術課 大久保 匠 
 
 私は第 48 回日本赤十字医学会総会において、「当院 CT 室における後発品非イオン性ヨード造影剤に
よる副作用の実態調査」の演題でポスター発表させていただきました。調査するに当たり、造影剤につ
いて基礎知識を再学習できたことや、新たに今後研究や調査で役立つであろう統計を勉強できたことは、
私自身のスキルアップに繋がったと思います。また、調査段階における課題や業務上での改善点なども
考える良い機会となりました。発表会場では、多施設の方々の発表を聞くことができました。私は技師
歴 3 年目であり、今働いている病院の情報しか知りません。そんな私にとって、他施設における検査の
運用状況や取り組み・最新機器の情報などはとても興味深く新鮮な印象を受けました。特に、心臓解析
や 3D 画像の応用など、私自身が携わる分野は印象に残っています。医療人の集いにおいては、神戸赤
十字病院の放射線部の方々とお酒を飲みながらお話しする機会がありました。お互いの放射線部の運
用・課題・展望などを語り合う時間は、私にとってとても有意義な時間となりました。知識を広げるだ
けでなく、多くの人々と交流を持つことができた医学会総会に参加できた事は良い経験となりました。 
 
③ ポスター会場。どのセッションも
大盛況で、活発な議論がされていまし
た！ 
